
◆聖書植物園をながめる

Ｃ この鼎談では、西南学院９２年の歴史
の流れのなかで、キャンパスの草木と
人々のかかわり、また、その思いといっ
たものに注目してみたいと思います。
まず、現在、各位のご協力で運営し
ている「聖書植物園」についてのお話
からはいっていきたいと思います。こ
れは大学の植物園ということですが、
これも学院の歴史のなかに位置づけて
お話ください。
Ａ 大学構内の草木には、かなりの時を
経た古いものもあると思いますが、新
しいものも多い。また、野生もあるか
もしれませんが、いろいろな方が好意
で植えてこられたもの、近年になって
聖書植物園の構想のもとに植えられた
ものもあるでしょう。
Ｂ 聖書植物園のパンフレットを見ます
と、ざくろやイチジクのように日本人
に身近なものもあれば、レンズマメや
イナゴマメなど名前は知っているが実
物を見るのは稀というものもあります。
Ｃ 大学図書館の玄関にあったパピルス
の鉢植えが、今は６号館のほうに移植
されました。パピルスの紙は茎を縦に
削いで並べて接着し、貝などで叩いて
作った。でもパピルスは紙だけではな
く、燃料や食料にしたし、サンダルや
籠も作ったんです。モーセがナイル川
の葦の茂みに捨てられた場面もこの籠

が出てきます。鉢植えだと野生の印象
がつかみにくいですがエジプトにあっ
たことを思い浮かべてほしいですね。
Ａ レンズマメは博物館に展示されてい
ます。ピンクがかっていて錠剤のよう
な感じですね。原産はアジアで、聖地
に伝わってポタージュとか病人の食餌
にもなった。人々の生活に密着してい
たということですね。
Ｂ 聖書植物園は確かに珍しい植物を見
ることができますが、散らばっていて
わかりにくい感じが個人的にはしない
でもない。探索が楽しいのかもしれな
い。キャンパス全部を使って、キャン
パス＝植物園という構想であったと聞
いていますから、これはこれでいいの
かもしれませんね。同窓会から寄贈さ
れた表示板は雨や埃で汚れているので
この洗浄は定期的にしたほうがいい。
Ｃ ある先生がキャンパスにレバノン杉
を植えたいとおっしゃっていました。
Ａ 今、種から育った苗がコミュニ
ティーセンターの北側に仮植えされて
います。
Ｃ レバノン杉は４５００年以上の歴史を
持っていて、レバノンの国旗にもデザ
インされています。樹高が高く、硬く、
まっすぐなため古代から材木のために
かなり伐採されていますよね。ピラ
ミッドからもこれを使ったものが出て
きているし、ガレー船１の建造にも使っ
たとされています。レバノン杉はもと
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もと高地の樹木で西南のような海抜ゼ
ロ地帯では難しいと思っていましたが、
現在では新宿御苑や京都府立植物園に
もありますから、改良などされて生育
しやすくなったのでしょうね。でも何
といっても、今は数が少なくて貴重な
樹です。
Ｂ 伐採が続いて今は絶滅寸前のようで
す。成長も遅いし。西南に植えられた
レバノン杉が、貫禄のある姿を見せる
には数百年、１０００年くらいかかるかも
しれません。西南の未来もそのように
長くあるべきでしょうけど。

◆記念の植樹

Ｃ 大きく育ったレバノン杉は見たいで
すね。ヒマラヤ杉ならキャンパスにた
くさんあります。１９１７（大正６）年に
ドージャー先生がこの松原の地の購入
を決められたときに写っている写真が
ありますね。先生が豆粒のように小さ
く写っています。シティ銀行の裏くら
いの位置から撮ったものだと思います
が、松ばっかりですね。そして時代が
下って１９５６（昭和３１）年に創立４０周年
を記念して第一次緑化計画というのが
あって、２５万円、現代の２００万円くら

いでしょうか、それでヒマラヤ杉やカ
イヅカなど１５０本ほどがチャペルの周
辺、学生センターの付近に植えられま
した。図書館の裏にはクスが植えられ
たと記録されていますが今の図書館で
はなく、旧図書館、今の学術研究所コ
ミュニケーションプラザの裏というこ
とになりますね。ちょっと確認してな
いのですが…。
Ａ 学生の寄贈もありました。１９５５（昭
和３０）年度の短期大学部卒業生が１万
円を募金して、チャペルの前にヒマラ
ヤ杉十数本を寄贈しています。でも、
このヒマラヤ杉の一部は、今度のチャ
ペル解体の際、植替えではなく伐採さ
れたようですね。
Ｂ 修猷館側の南側道路に沿って９本、
角のほうに向かって両側に１２、３本
残っていますよ。
Ｃ 大学の緑化計画より学生の寄贈のほ
うが早かったのですか。それは悔しい。
いずれにしても、キャンパスの樹木に
そういういわれがあることはあまり知
られていないようですね。もっと明確
に表示や登録などをして、キャンパス
の樹木一本一本、どうしたら保護でき
るか、十分に検討しないといけない気
がします。
Ｂ 近年、キャンパスの整備が着々と進
んでいますが、学院９２年の歴史の中に
は、いろいろな方の思いがこめられた
ものがたくさんあります。建物も大切
ですが、花はともかく、樹は建物より
もほとんどは長く生きるわけですから、
学院の歴史の証人みたいな存在ですね。
Ｃ １９４１（昭和１６）年に学院創立２５周年
を記念して山地買収、植林の決議がな
されたとありますが、その具体的な活
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動というか実績に関する資料が少なく、
今調べています。また、今回いろいろ
な方に、これらの樹木のいわれをお尋
ねしました。よくご存知の方もいれば、
ご記憶が薄れている方もおられました。
それでも、キャンパスの草木には懐か
しい思い出をお持ちなんです。そうな
ると、「いわれ」も大切ですが、お一
人お一人の思い出ということも大切で
すよね。あの花は今でも咲いています
かとか、あの樹は移植したようですが、
今はどうなっていますか、という感慨
深いお尋ねがありますから。
Ｂ 草木はとにかく人の心に強く残りま
すよね。だから記念樹を植える。
Ａ 大学の施設環境整備のプロジェクト
として２００２（平成１４）年度にパーセン
トプログラムというのが発足しました
でしょ。芸術環境の充実のことですが、
学生や教職員の学園生活上の環境整備
として、自然環境、樹木や庭園の整備
充実も含まれていたと思いますが。
Ｃ 建築費の０．５～１％を使うというシ
ステムですね。庭園や草花にも適用さ
れるそうですが、樹木はどうでしょう。

◆宣教師が植えた樹木

Ｂ 先ほど、西南の地が松原であった話
がありました。百道松原といってまし
たね。ここは当時「福岡県早良郡西新
町大西」という所在表示で、「山林」「保
安林」という記録があります。つまり
松林ですね。だから、キャンパスの松
以外の樹木は、その後の整備や寄付な
んかで植えられたと…。
Ｃ そうですね、話が前後しますが、今
回の鼎談のきっかけを申し上げておき
たいと思います。実は旧高等学校本
館・講堂、今の大学博物館の東斜め前

に樹高１５mほどの大木があります。
この樹は、秋には葉が黄色に染まり、
５月から６月にかけてチューリップに
よく似た花を咲かせますので、チュー
リップ・ツリーといいます。葉が半纏
に似ているので半纏木（はんてんぼ
く）ともいい、またユリノキともいい
ます。北米原産で明治の初めに日本に
渡来したといわれていますが、コミュ
ニティーセンター前の樹は、元高校長
坪井正之先生のお話では、戦前の高等
学部時代に元大学文学部教授アルマ・
グレーヴス先生が植えられたのではな
いかということでした。坪井先生は、
グレーヴス先生が植えているところを
目撃したというのではないが、グレー
ヴス先生はいろいろ植えてあったので、
そのように思われたらしいです。それ
が、口伝えでグレーヴス先生が植えた
ということになったのかもしれない。
いろいろ思い当たる部署に寄贈などの
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記録があるかどうかを尋ねましたが、
分かりませんでした。でも、もうこれ
はグレーヴス先生が植えたということ
でいいでしょう。福岡では、生の松原
付近にチューリップ・ツリーがあった
という話があり、それを聞いて採りに
行かれたのかもしれない、と楽しい想
像が広がります。
Ｂ グレーブス先生は１９３８（昭和１３）年
に西南に来られましたから、その直後
に苗を植えられたとして、樹齢は約
７５～８０年くらいでしょうか。
Ａ 幹の直径が４０cmほどありますから
ね。そのくらい経っていると思います。
今は日本の各地にこの樹はありますが、
西南にとっては残しておくべき「遺
産」の一つとして大事にしておきたい
ものです。
Ｃ このツリーはシックモア・ツリー
（シカモア・ツリー）ではないか、と
いう声がありました。シカモアという
とイチジククワ、スズカケノキ、プラ
タナスとかいわれていますね。イエス
を一目見ようと背の低いザアカイがイ
チジククワに登った（ルカ１９：４）と
書かれていますが、チューリップ・ツ
リーは低い枝が少なくザアカイでなく
ても登りづらいです。だから、コミュ
ニティーセンター前の樹はシカモア・
ツリーではないですね。葉も違う。実
はお尋ねした古澤啓子先生が九大の先
生に鑑定をお願いされた結果なので間
違いはないと思います。
Ａ もうひとつ、宣教師の先生が寄贈さ
れた樹木があります。３号館と４号館
の間の歩道に沿っている２０本ほどの
きょうちくとう

夾竹桃です。盛夏に真っ赤な花をつ
けますね。本当に暑そうです。これは
エドウィン B．ドージャー先生の奥
様で宣教師であったメアリー E．

ドージャー先生が寄贈されたものだと
思います。時期はエドウィン先生が
１９６９年にお亡くなりになった翌年だっ
たと思いますが、メアリー先生からの
記念のようなものではなかったでしょ
うか。樹高は身の丈ほどでしたから３７
年でかなり大きくなりました。
Ｂ しっかり根付いて元気ですよね。そ
の表示などもぜひほしいですね。
Ａ 宣教師の先生方には、学院の管理や
運営、そして学生生徒を教育すること
において、いっときでも安穏としたと
きはなかったと思います。特に戦時中
は強制的に帰国させられてもいます。
終戦後いち早く再来日され、本当に西
南学院を愛してくださった。これらの
宣教師の先生方によって種が蒔かれ、
苗が植えられた草木が、こんなに根を
張り、枝を広げ、大きくなった、とい
うことです。
Ｃ キャンパスは今変革期ですが、キャ
ンパスのあちこちにある記念物を壊さ
ないような工夫が必要ですね。これら
はいわば先ほどいわれたように「西南
遺産」とでもいうべきものではないで
しょうか。小さなキャンパスだからゆ
とりはないかもしれませんが、皆で知
恵を出し合って西南学院の歴史にさら
に彩りと感動を添えてほしいと思います。

（文責：学院史資料室 篠� �）

M．E．ドージャー先生

■ ８０ ■




